
 

（第２号様式）   
令和７年３月31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 

                         令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）                県立相模向陽館高等学校長 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月24日実施） 

総合評価（３月31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇生徒の実態や社会情

勢に合わせたカリキ

ュラムマネジメント

の促進 

〇「わかりやすい授

業」の組織的な展開

による基礎学力の定

着と主体的で深い学

びの実現 

①高卒認定の扱いや３修

制希望生徒の増加に対

応する仕組みを構築す

る。 

②ユニバーサルデザイン

化されたわかりやすい

授業づくりに組織的に

取り組む。 

②生徒による授業評価の

内容を活用し、授業力

の向上に繋げる。 

①検討を開始して、具現化

できるところから進めて

いく。 

②時間や場の構造化、視覚

化やスモールステップ

化、ICT の利活用等を積

極的に取り入れていく。 

②前期の結果を職員で共有

し後期で改善した結果を

全員で利活用する。 

①妥当なカリキュラムを作 

成できたか。 

②ICT の活用状況、授業改 

善の状況等 

②生徒による授業評価の結 

果の「よい」の割合の変 

化 

①３修制希望生徒向け

に、部間併修とトライ

アルタイムの履修制限

の変更をおこなった。 

②年度当初の職員研修で

本校生徒の現状を共有

した結果、授業への取

り組みは概ね前向きに

なり、生徒による授業

評価も 80%が概ね良

好以上であった。 

①生徒の特性を踏まえ

た、授業環境の整備

及び ICT の活用も進

める。今後も生徒の

意欲を引き出せる授

業を実践していく。 

②生徒による授業評価

の質問項目を変更

し、より詳細で効果

的に分析できるよう

にする。 

①向陽館高校がもつ役割

を果たしていることは

十分理解した。公立高

校のメリットをもっと

前面に打ち出し、その

ことを中学生に発信す

ることが課題である。 

①一人一台端末やＩＣＴ

利活用はかなり進んで

いることがわかった。 

①生徒のライフプラ

ンを支援できる教

育課程を編成して

いる。より柔軟な

履修プランが作成

できる仕組みづく

りが課題である。 

②ほぼ全教員がＩＣ

Ｔを利活用できる

レベルになってい

る。 

①担任及び学事Ｇ

が、個に寄り添

った履修指導が

できるよう、各

種情報を共有す

る。 

②有効活用してい

る教員のノウハ

ウを研修等を通

じて共有する。 

２ 生徒指導・支援 

〇社会で生き抜くため

に必要な力を身につ

けられる支援の推進 

〇外部資源を最大限に

活用した組織的な相

談体制・支援体制の

充実 

〇主体的・積極的な活

動の支援体制の確立 

①様々な場面で、自ら課

題を発見し、学び、考

え、判断し、行動する

力を身につけさせる。

また、自分の行動・言

動に責任が、持てるよ

うにする。 

②支援を見える化し、学

校全体で支援する体制

を強化する。 

③行事・部活動の活性化

を図る。 

①サポートドックの結果を

支援に反映させる。 

②コミュニケーションを図

る機会を多く設定し、通

常の生活の中で振り返

る。さらに回を重ねるこ

とで成長を図る。 

③体育祭・文化祭・球技大

会をコロナ前以上のレベ

ルで実施する。 

①様々な場面で、「生きる 

力」を身につけさせられ 

たか。 

②支援に繋げた件数及び生 

徒の変化をサポートドッ 

ク等で確認する。 

②サポートドックを活用し 

て年度途中や年度末で心 

の成長の度合いを調査す 

る。 

③アンケートで生徒の満足 

度を確認する。 

①生徒たちが TPO をわ

きまえた行動等をしな

ければならないと考え

る生徒が増えた。 

②２回のサポートドック 

を通して、支援体制を

整えた。 

③文化祭は飲食団体を増

やし活気が戻ったこと

で、８割以上の生徒が

満足と回答した 

①目標達成のきっかけ 

をつかむのに相当の

時間を要した。教員

全体で積極的に関わ

る必要がある。 

②各種アンケートをサ

ポートドックへ統合

するにあたり、質問

内容等を精査する。 

③行事で準備・片付け

に関わる生徒を増や

す工夫が必要。 

①②生徒に生きる力をつ

けるという目標は達成

している。登校してい

ない生徒としている生

徒間のギャップを縮め

る対策が必要である。 

③生徒が活躍する場面が

増えたことは評価でき

る。e-スポーツなど生

徒が登校したくなる部

活動をつくるという工

夫も検討してほしい。 

①生きる力をつけさ

せるべく、物事の

善悪を伝えること

を徹底したが継続

することが難しい

生徒が多いことが

課題である。 

②カウンセラーによ

るプッシュ型面談

を要する生徒が多

いことが課題であ

る。 

①担任によるマン

パワーだけでな

く、必要に応じ

て年次で組織的

に対応する。 

②相談が集中する

時 期 に SC 、

SSW を集中的に

配置して面談を

実施し解決に努

める。 

３ 進路指導・支援 

〇社会的・職業的な自

立を果たす組織的か

つ計画的なキャリア

教育の展開 

〇必要な資質・能力を

身につけ、たくまし

く社会を生き抜く力

の育成 

①生徒が、自ら積極的に

進路選択を行い、希望

する進路の実現を支援

する。 

①外国繋がり・多文化生

徒の進路支援を強化す

る。 

②授業をはじめとする

様々な場面を通じて、

進路意識を高める。 

①担任・グループ及びＳＣ

Ｃがチームとして面談及

び説明会を開催する。 

①ガイダンス・サポート体

制を充実させる。 

②様々な場面で生徒自身の

将来との結びつきを意識

させる。 

①ガイダンス・説明会の回

数・参加者数と生徒アン

ケートでの評価 

①進路実績 

②アンケートで生徒の満足 

度を確認する。 

②各年次との連携が図れて

いたか。また支援事例や

支援のノウハウについて

共有できたか。 

①職場体験・各種の進路

ガイダンスを開催し、

「キャリア観」を育成

できた。 

①課題がある生徒の進路

実績は前年並みを維持

できた。 

②各種ガイダンス等の満

足度はほぼ 100%で

あった。 

①就労条件や経済的課

題に対する支援のノ

ウハウを共有できる

仕組みを構築する。 

②卒業後に不安を抱え

る生徒に寄り添った

進路支援を継続する

必要がある。 

①②さまざまな説明会や

教員の支援で生徒の進

路を実現させてことは

高く評価する。次の課

題は、療育手帳を有す

る生徒の就労支援をど

うするかである。特別

支援学校のノウハウを

活用することも研究し

てほしい。 

①SCC・担任による

進路相談で生じた

生徒の不安を、全

体で協力して解決

できた。外国つな

がりの生徒や手帳

を有するなどさら

なる支援が必要な

生徒の対応が課題

である。 

①座間支援学校分

教室の手法も参

考にしながら、

向陽館スタンダ

ードを構築する

という意識でキ

ャリア支援に取

り組む。 

４ 地域等との協働 

〇積極的な情報発信と

地域との連携による

信頼される学校づく

りの推進 

〇地域を通した社会と

関わる力の育成 

①情報発信の方法を工夫

する。特にＨＰ・ＳＮ

Ｓを使わない情報発信

も模索する。 

②地域・社会に貢献する

意識を醸成し、生徒の

地域と関わる活動を支

援する。 

①地域の掲示板、回覧板を

活用して、対地域イベン

トの開催を告知する。 

①地域に対し、文化祭等の

行事の周知を行い、開放

された学校にするととも

に、学校を知ってもらう

機会を増やしていく。 

②地域貢献デーの実施 

①告知の回数 

①イベントの回数及び来校

者数 

②地域・社会貢献の意味を

生徒に十分に伝えられた

か。 

②地域代表の意見 

①今年度、初めて近隣自

治会の回覧板を活用し

た広報を行った。近隣

住民の文化祭来場者が

例年より増加した。 

②ボランティア活動の本

来の意味を確実に指導

しながら取り組ませる

ことができた。 

①新着情報の適時適切

な更新は引き続き実

施する。 

②主体的に他者の力に

なろうとする生徒を

適切に指導し、ボラ

ンティア活動の意義

を浸透させる。 

①ターゲット設定が不十

分である。フォントや

紙面構成に工夫が必要

である。 

②地域清掃などのボラン

ティア活動では、一生

懸命取り組んでいると

いうアピールが足りな

い。 

①地域への広報も有

効であることがわ

かったので、ター

ゲットを意識した

戦略で臨む。 

②単位取得を目的と

したボランティア

も少なからず存在

する。 

①フォントや紙面

構成の工夫など

地域への広報は

ターゲットを定

めて展開する。 

②正しいボランテ

ィアの姿勢を理

解させる。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇事故不祥事防止・防

犯・防災等の意識を

高め、生徒の安心・

安全な学校生活を確

保 

〇組織的な活動による

学校としての一体感

の醸成 

①教職員が安心して働け

る職場づくりを行い、

相互理解から事故・不

祥事を防ぐ。 

②職員研修を通じて教員

相互の意識向上を図

る。 

①衛生委員会などで環境改

善のための方策を確認・

実践する。 

②事故防止研修において、

協議・意見交換の場を設

定し、相互理解から意識

向上に結び付ける。 

①職場環境づくりはストレ

スチェックで評価及び検証

を行う。 

②意識調査及び事故・不祥

事ゼロの達成度を観点とす

る。 

①これまでエアコンがな

かった部屋に設置し、

環境を改善した。 

②具体的な事故不祥事の

事例を使った不祥事防

止研修及び人権研修会

を設定し、全職員で意

識の更新を図った。 

①職員が入れ替わって

いく中で、職場の同

僚性を維持できるか

が課題である。 

②業務を適正に配分

で、特定の教職員に

業務が偏らないよう

環境づくりを行う。 

①職員が多く入れ替わる

中で、高い同僚性を維

持していることは評価

できる。この意識は今

後も継続してほしい。 

②全職員で事故・不祥事

防止に取り組んでいる

ことは高く評価する。 

①風通しのよい職場 

環境づくりを実践 

し、ストレスチェ 

ックは75 という 

結果であった。 

①職員の働く意欲

が湧くよう、衛

生委員会を活用

して職場環境の

改善を図る。同

僚性の継続は全

員で共有し、実

践する。 


